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表
紙
に
使
用
し
て
い
る
画
像
は
、
小
川
和
紙
の
「
青せ

い
が
い海

波は

文
様
の
透
か
し
和
紙
」
で
す
。
無
限
に
広
が
る
波
の
文
様
に
将
来
の
幸
せ
や
平
安
な
暮
ら
し
を
願
う
意
味
が
あ
り
、
非
常
に
人
気
の
あ
る
和
紙
製
品
で
す
。

和
紙
に
合
わ
せ
て
あ
し
ら
っ
た
２
色
は
寒
牡
丹
と
冬
の
深
い
紫
み
の
青
い
空
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
牡ぼ

た

ん丹
色
と
瑠る

り

こ

ん

璃
紺
色
。「
寒
牡
丹
」
は
冬
に
咲
く
品
種
で
、
牡
丹
自
身
が
寒
い
こ
と
を
知
り
な
が
ら
咲
き
ま
す
。
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議員が質
た だ

す12

現在から未来へつなぐ
子供議員の

一般質問

全8町立学校が
質
た だ

す

現在から未来へつなぐ
大人議員の

一般質問

子供議会を振り返って子供議員保護者の声
先生達へのミニインタビュー  （P.6〜11 欄外）

子供議会の開催
年ぶり6ヒシヒシ!ヒシヒシ!

ワクワク★ワクワク★
ハラハラハラハラ

▲記章
 （詳しくはP2）

ドキド
キ♪

ドキド
キ♪



66年ぶりに開催された年ぶりに開催された子供議会子供議会
　令和4年10月18日、６年ぶりに開催された子供議会。全８町立学校から18人の子供議員が選出され、
当町の特色ある教育「おがわ学」を土台に、大人顔負けのやりとりが繰り広げられました。
開催前の7月には議員の「出前授業」が実施され、意識を高めることができました。
当日、保護者の皆さんは傍聴席で、子供たちは各学校でライブ映像を観ることができました。

傍聴席から子供た
ちを見守る保護者

の皆さん。

傍聴席から子供た
ちを見守る保護者

の皆さん。

	 	 	 　 （保護者の声は
裏表紙）

	 	 	 　 （保護者の声は
裏表紙）

議場で本会議に臨む子供議員。議場で本会議に臨む子供議員。

記章（子供議員バッジ）記章（子供議員バッジ）
創作に込めた想い創作に込めた想い

子供たちからの鋭い質問に子供たちからの鋭い質問に

真剣さがヒシヒシと伝わった。真剣さがヒシヒシと伝わった。

若者の大活躍。「小川はおも
しろい」の声がさらに未来に
進みます。「希望」 その言葉が
ぴったりでした。山口議長

ハラ
ハラ

ハラ
ハラ

次ページは

子供議員の一般質問！

議長席に座ることができて本

当に光栄でしたし、貴重な経

験です。議長としての責任や

議場内の緊張感を感じました。

    佐
さとう とわ  
藤音羽（東中）

ヒシヒシ!
ヒシヒシ!

START

出前授業出前授業
議員が各校へ訪問し議員が各校へ訪問し

子子供供達と交流を図った。達と交流を図った。

子供議会開催に向けて子供議会開催に向けて

意識を高めることができた。意識を高めることができた。

　小川町が世界に誇る手漉き和紙

の技術で漉かれた細川紙をベースに、

小川町に暮らす私たちとともにある

環境を五色の糸で表現しました。

青は空と川と水　
茶は大地　
緑は山や森などの自然　
黄は太陽と花　
赤は今を生きる私たち
五色の糸はあえて中心をずらして集

め、皆さんの自由な視点と柔軟な考

えや言葉で「今後さらに住みやすく

キラキラ輝く町になってほしい」

願いを表現しています。

　　   和紙作家　中島知子

ワクワク★
ワクワク★

子供達の表情からは、開催直前の子供達の表情からは、開催直前の

緊張感が伝わってきた。緊張感が伝わってきた。記章贈呈式記章贈呈式

（表紙にカラー写真があります）（表紙にカラー写真があります）

この日のために和紙でこの日のために和紙で

作られた記章が、子供作られた記章が、子供

議員全員の胸に輝いた。議員全員の胸に輝いた。

子供議長・子供議長・
子供子供副議長副議長・・
議長からの議長からの
メッセージメッセージ

ドキドキ♪
ドキドキ♪

子供議会で話し合ったこ

とをなるべく実現してほしい。

役場の職員さんは町のた

めに活動してくれて、すご

いと思った。

　  浅
あ さ い え い た
井瑛汰（小川小）
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子供議長
子供副議長

議　長

全全88町立学校町立学校がが  未来  未来にに向け質す！向け質す！
た　だた　だ

教室にもLIVE配信教室にもLIVE配信

本会議中本会議中
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子
供
一
般
質
問
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小
川
町
議
会
だ
よ
り
は  

町
民
登
場
に
コ
ダ
ワ
ル
！ 　

広
い
年
代
の
皆
さ
ん
に
、
た
く
さ
ん
登
場
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

オガワマチのこと・ギカイのこと「一緒に見よう、考えよう」Mini Interview子供議会を経験して、
皆さんが思ったこと、感じたこと

答 

弁
情
報
発
信
に
努
め

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す

答 

弁
点
在
す
る
歴
史
的
資

源
の
周
知
を
図
っ
て
い
ま
す

答 

弁

子
供
向
け
広
報
の

発
行
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す

答 

弁

道
の
駅
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
を
進
め
て
い
ま
す

答 

弁
令
和
４
年
４
月
１
日

か
ら
施
行
し
て
い
ま
す

答 

弁
通
行
時
の
安
全
確
保

に
有
効
と
捉
え
て
い
ま
す

答 

弁
安
全
で
安
心
に
暮
ら

せ
る
町
を
目
指
し
ま
す

答 

弁
令
和
７
年
度
を
目
標

に
移
行
を
進
め
て
い
き
ま
す

魅
力
が
溢あ

ふ

れ
る

景
観
づ
く
り
を

子
供
で
も
分
か
る

情
報
発
信
を

総
合
観
光
施
設
・

拠
点
の
整
備
は

開
発
か
ら
森
林

を
守
る
条
例
は

無
電
柱
化
で

歩
道
の
確
保
は

迷
い
人
や
詐さ

ぎ欺

被
害
の
防
止
は

外
国
人
が
住
み

や
す
い
環
境
を

地
域
移
行
に
向

け
た
見
通
し
は

Ｑ
川
越
市
の
﹁
蔵
造
り
の
町
並

み
﹂
や
﹁
京
都
﹂
の
よ
う
な
魅
力

的
な
景
観
に
す
る
た
め
の
取
組
を
。

Ａ
都
市
政
策
課
長　

川
越
や
京

都
は
、
歴
史
的
な
観
光
資
源
が
一

定
エ
リ
ア
に
集
約
し
て
い
ま
す
が
、

当
町
は
、
そ
れ
ら
が
点
在
し
て
存

在
し
て
い
る
の
で
、
ま
ち
づ
く
り

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
異
な
り
、
簡

単
に
比
較
で
き
な
い
も
の
と
捉
え

て
い
ま
す
。
歴
史
的
な
観
光
資
源

を
、
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
、
ま

ち
歩
き
が
楽
し
く
な
る
よ
う
に
、

案
内
板
の
設
置
や
、
ま
ち
歩
き
マ
ッ

プ
の
作
成
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
簡
潔
な
表
現
や
、
ふ
り
が
な

を
振
る
な
ど
、
子
供
で
も
分
か
る

広
報
・
情
報
発
信
を
。
ま
た
、
子

供
向
け
の
広
報
を
作
っ
た
り
、
今

あ
る
広
報
に
、
子
供
向
け
の
ペ
ー

ジ
を
作
っ
た
り
す
る
等
の
工
夫
は
。

Ａ
総
務
課
長　

各
広
報
の
内
容

が
、
皆
さ
ん
に
伝
わ
り
づ
ら
い
こ

と
を
認
識
し
た
の
で
、
情
報
が
伝

わ
る
よ
う
、
さ
ら
な
る
工
夫
に
努

め
ま
す
。
ま
た
﹁
子
供
向
け
広
報
﹂

の
発
行
に
つ
い
て
は
、
皆
さ
ん
と

町
職
員
と
で
一
緒
に
取
り
組
む
こ

と
に
よ
り
、
分
か
り
や
す
い
情
報

発
信
が
で
き
る
も
の
と
捉
え
て
い

ま
す
の
で
、
検
討
を
進
め
ま
す
。

Ｑ
道
の
駅
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の

際
に
﹁
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
と
カ
タ
ク

リ
の
林
﹂
や
﹁
仙
元
山
見
晴
ら
し

の
丘
公
園
﹂
等
を
連
携
さ
せ
た
総

合
観
光
施
設
・
拠
点
な
ど
の
整
備
は
。

Ａ
に
ぎ
わ
い
創
出
課
長　

令
和

６
年
12
月
に
、
道
の
駅
を
リ
ニ
ュ

ア
ル
オ
ー
プ
ン
す
る
よ
う
進
め
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
オ

オ
ム
ラ
サ
キ
と
カ
タ
ク
リ
の
林
や
、

見
晴
ら
し
の
丘
公
園
に
お
い
て
も
、

も
っ
と
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
を

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
く
に

流
れ
る
槻
川
や
、
周
り
の
田
ん
ぼ

で
も
楽
し
め
る
よ
う
に
で
き
な
い

か
等
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
な
ど
の
大
規

模
開
発
を
防
止
し
、
大
切
な
森
林

資
源
や
、
自
然
環
境
を
守
る
た
め

の
条
例
制
定
は
。

Ａ
環
境
農
林
課
長　

温
暖
化
対

策
と
地
域
の
自
然
保
護
を
対
立
さ

せ
る
の
で
は
な
く
、
両
立
さ
せ
、
自

然
や
安
全
に
配
慮
し
た
適
切
な
太

陽
光
発
電
事
業
に
な
る
こ
と
が
重

要
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
地

域
住
民
等
の
安
全
な
生
活
及
び
自

然
環
境
の
保
全
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
﹁
小
川
町
太
陽
光
発
電

設
備
の
適
正
な
設
置
及
び
管
理
等

に
関
す
る
条
例
﹂
を
、
令
和
４
年

４
月
１
日
か
ら
施
行
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
﹁
小
江
戸
﹂
の
川
越
市
が
無

電
柱
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
で
、

﹁
武
蔵
の
小
京
都
﹂
で
あ
る
小
川
町

も
無
電
柱
化
を
図
る
こ
と
で
﹁
歩

行
者
専
用
道
路
﹂
の
増
設
な
ど
が

で
き
る
と
考
え
る
が
。

Ａ
建
設
課
長　

無
電
柱
化
に
よ

る
電
線
の
地
中
化
に
つ
い
て
、
幅

の
狭
い
道
路
に
お
い
て
は
、
電
線

を
埋
め
る
場
所
の
確
保
が
難
し
い

状
況
で
す
。
ま
た
、
電
柱
設
置
の

約
10
倍
の
費
用
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

一
方
、
無
電
柱
化
に
よ
る
通
行
時

の
安
全
確
保
や
、
街
並
み
の
美
化

な
ど
に
有
効
な
面
が
あ
り
ま
す
の

で
、
今
後
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
高
齢
者
の
迷
い
人
を
出
さ
な

い
よ
う
な
取
組
は
。
ま
た
、
オ
レ

オ
レ
詐
欺
等
の
被
害
防
止
対
策
は
。

Ａ
長
生
き
支
援
課
長　

迷
い
人

の
多
く
は
﹁
認
知
症
﹂
の
方
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
当
町
で
は
認
知
症

対
策
の
取
組
と
し
て
、
脳
ト
レ
教

室
や
介
護
予
防
教
室
、
認
知
症
検

診
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止
に
つ

い
て
は
﹁
小
川
町
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
﹂
を
設
置
し
、
警
察
や
国
な

ど
と
連
携
し
な
が
ら
対
策
に
努
め

て
い
ま
す
。
今
後
も
、
高
齢
者
の

皆
さ
ん
が
安
全
で
安
心
に
暮
ら
せ

る
町
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
外
国
人
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て

住
み
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
。
ま

た
、
住
み
や
す
く
す
る
た
め
に
取

り
組
ん
で
い
る
こ
と
は
。

Ａ
防
災
地
域
支
援
課
長　

週
に

一
度
﹁
日
本
語
教
室
﹂
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
日
本
語
教
室
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
よ
り
、
日
常

生
活
に
必
要
な
会
話
を
教
え
る
と

と
も
に
、
当
町
で
生
活
し
て
い
く

た
め
の
情
報
な
ど
も
伝
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
困
り
ご
と
の
相
談
に

応
じ
る
な
ど
、
引
き
続
き
、
外
国

人
の
方
が
住
み
や
す
い
環
境
と
な

る
よ
う
に
努
め
、
サ
ポ
ー
ト
を
し

て
い
き
ま
す
。

Ｑ
各
自
治
体
で
、部
活
動
の
﹁
地

域
移
行
﹂
が
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、

当
町
に
お
け
る
見
通
し
は
。
ま
た
、

複
数
の
部
活
動
︵
競
技
︶
が
同
時

に
活
動
す
る
こ
と
を
想
定
し
た
施

設
の
充
実
・
確
保
に
つ
い
て
考
え
は
。

Ａ
学
校
教
育
課
長　

国
の
方
針

に
基
づ
き
、
令
和
７
年
度
を
目
標

に
週
休
日
に
お
け
る
部
活
動
の
地

域
移
行
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
現

在
は
、
町
内
ス
ポ
ー
ツ
協
会
等
へ

の
情
報
提
供
と
、
近
隣
市
町
村
の

情
報
収
集
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
施
設
に
つ
い
て
は
、
学
校
の
体

育
館
等
も
含
め
、
町
内
の
施
設
で

活
動
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

まちのまちの景観

　　　 　　　 の発展の発展観光　　　 　　　 の保全の保全森林

　　　 　　　 の充実の充実広報

　　　    　　　    への対応への対応外 国人今後の今後の部活動

　　　    　　　    の安心の安心高齢者 　　　 　　　 の安全の安全道路

犬塚さん…本番はしっかりと質問と提案ができてよかった。
嶋田さん…人生一度の貴重な経験ができて楽しかったです。

粟生田さん…議場で質問や答弁が聞けて貴重な体験ができた。
最首さん……本物の議場で貴重な体験ができてよかった。

平山さん…議会の進め方を実体験できてよい経験になった。
福島さん…議員の仕事を経験することができてよかった。

赤松さん…町執行部に質問できて貴重な経験になりました。
馬場さん…自分の考えを直接提案することができました。

安部さん…子供議会のおかげで心が大きく成長しました。
小川さん…人前で発表するのは緊張したけど楽しかった。

関谷さん…みんなで考えた質問を本番でもうまく言えた。
髙荷さん…議場で発言するのは緊張したけどよかった。

安藤さん…緊張したけど練習の成果を発揮できてよかった。
柴﨑さん…貴重な経験でした。ありがとうございました。

原さん……本物の議場での質問は貴重な経験になった。
吉田さん…実際に議場で質問できて貴重な体験になりました。

赤
あか ま つ だ い き

松大輝議員と
馬
ば ば り な

場理己議員
　　　　    が町に問う！

原
はらかいせい

快成議員と

吉
よ し だ あ や ね

田彩音議員
　　　　    が町に問う！

平
ひらやま

山澪
みお

議員と

福
ふく し ま だ い き

島大輝議員
　　　　    が町に問う！

安
あん ど う ゆ う た

藤勇太議員と

柴
しばさきゆう

﨑優議員
　　　　    が町に問う！

粟
あ お う だ

生田尊
みこと

議員と
最
さい し ゅ ゆ う と

首悠人議員
　　　　    が町に問う！

関
せ き や む つ き

谷実月議員と
髙
た か に 　 　 　 　

荷さくら議員
　　　　    が町に問う！

犬
いぬ づ か こ う の す け

塚恒之介議員と
嶋
し ま だ ゆ づ き

田結月議員
　　　　    が町に問う！

安
あ べ た く む

部巧夢議員と
小
お が わ ま な ほ

川真歩議員
　　　　    が町に問う！

大河小学校

小川小学校

竹沢小学校

みどりが丘小学校欅台中学校東中学校

西中学校 八和田小学校

次ページは

大人議員の一般質問！
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マイナンバーカード出張申請受付の様子

答 

弁

イ
ベ
ン
ト
等
で
申
請

予
約
の
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す

交
付
率
ア
ッ
プ

の
工
夫
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

マ
イ
ナ
ン
バ
ー笹

ささもとたかゆき

本孝幸議員
が町に問う！

小
川
町
議
会
だ
よ
り
は  

見
出
し
に
コ
ダ
ワ
ル
！ 　

内
容
が
一
目
で
わ
か
り
、
記
事
を
読
み
た
く
な
る
見
出
し
を
つ
け
ま
す
。

答 

弁
子
育
て
世
代
の

ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
ま
す

独
自
の
子
育
て

支
援
の
構
築
を

子
育
て
支
援

子
育
て
支
援髙

た か せ

瀬　勉
つとむ

議員
が町に問う！

大変なこともあるけど楽しい子育て

答 

弁
迅
速
に
対
応
で
き
る

よ
う
努
め
ま
す

今
後
の
具
体
的

な
取
組
は

不
登
校
対
策

不
登
校
対
策髙

たかはし

橋功
い さ お

人議員
が町に問う！

不登校を生まない充実した学校生活を

Ｑ
こ
こ
数
年
の
不
登
校
の
実
態
は
。

Ａ
学
校
教
育
課
長　

小
学
校
は
令
和

元
年
度
に
７
人
、
２
年
度
に
14
人
、
３

年
度
に
15
人
で
す
。
中
学
校
は
令
和
元

年
度
に
22
人
、
２
年
度
に
19
人
、
３
年

度
に
26
人
で
す
。

Ｑ
総
合
振
興
計
画
で
は
、
令
和
７
年

を
目
標
に
不
登
校
の
発
生
率
を
小
学
校

０
・
28
、
中
学
校
を
２
・
36
と
定
め
て

い
る
が
実
態
は
ど
う
か
。

Ａ
学
校
教
育
課
長　

小
中
学
校
と
も

目
標
の
数
値
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
文
部
科
学
省
で
は
、
不
登
校
の
児

童
生
徒
支
援
の
具
体
的
手
立
て
と
し
て

﹁
児
童
生
徒
理
解
・
支
援
シ
ー
ト
﹂
の

作
成
が
望
ま
し
い
と
通
知
し
て
い
る
が
、

活
用
し
て
い
る
か
。

Ａ
学
校
教
育
課
長　

不
登
校
以
外
の

児
童
生
徒
を
含
め
、
ほ
か
の
シ
ー
ト
を

作
成
し
活
用
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
不
登
校
解
消
に
向
け
た
今
後
の
具

体
的
な
方
策
や
取
組
は
。

Ａ
学
校
教
育
課
長　

現
状
を
共
感
的

に
受
容
し
、
本
人
・
保
護
者
と
良
好
な

関
係
を
築
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い

ま
す
。
ケ
ー
ス
会
議
を
通
し
て
学
校
全

体
と
し
て
具
体
的
な
対
応
を
確
認
し
、

必
要
に
応
じ
て
関
係
機
関
と
連
携
を
図

り
、
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
努
め
て

い
き
ま
す
。

普段は体験できない

貴重な経験になりました。
東中 ２年担任　松下先生

３２１

６５４

９８７

121110

151413

181716

272625

302928

333231

363534

212019

242322

Ｑ
国
は
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構

想
の
実
現
に
向
け
た
方
針
の
中
で
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
促
進
・
利

活
用
の
拡
大
を
掲
げ
て
い
る
が
、
当
町

の
現
状
は
。

Ａ
町
民
課
長　

当
町
で
の
交
付
率
は

徐
々
に
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
同

時
に
全
国
の
平
均
交
付
率
も
大
き
く
伸

び
て
い
る
状
況
で
す
。
ま
す
ま
す
申
請

勧
奨
の
取
組
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
出
張
申
請
や
人
の
集
ま
る

と
こ
ろ
で
の
申
請
予
約
の
受
付
な
ど
、

地
道
な
活
動
が
基
礎
と
な
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
う
し
た
活
動
を
し
っ
か
り

行
っ
て
い
き
、
今
後
何
が
で
き
る
の
か

考
え
て
い
き
ま
す
。

東
小
川
学
校
跡
地
の
説
明
会

Ｑ
要
望
で
最
も
多
か
っ
た
内
容
は
。

Ａ
政
策
推
進
課
長　

最
も
多
か
っ
た

の
は
﹁
小
中
学
校
跡
地
の
施
設
を
地
域

住
民
は
ど
の
よ
う
に
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
か
﹂
と
い
う
も
の
で
し
た
。
借

受
け
し
た
事
業
者
も
協
力
を
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
を

活
用
し
た
地
域
の
お
祭
り
や
、
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、

多
く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
避
難
所
と
し
て
も

使
用
し
て
い
き
ま
す
。

オガワマチのこと・ギカイのこと「一緒に見よう、考えよう」

P11までつづきます！Mini Interview
Vol.20
子供議会が行われました
先生にインタビュー

議会を通して、世の中の

関係性を学べました。
西中 教頭　中根先生

３２１

６５４

９８７

121110

151413

181716

272625

302928

333231

363534

212019

242322

一般質問1212のの視点視点
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

不
登
校
対
策

子
育
て
支
援

ト
イ
レ
の
整
備

温
暖
化
対
策

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育

教
育
の
充
実

行
政
区
の
再
編

遊
休
農
地

障
害
者
福
祉

イ
ン
バ
ウ
ン
ド

学
校
再
編

P.6P.7P.8P.10 P.9P.11 P.8P.10 P.9P.11P.12 P.7

前ページから大人顔負けの「子供議員一般質問」に刺激を受けて迎えた
今次一般質問。子供議員に負けじと気合十分で臨んだ大人議員による
“本物”の質問の妙を一読ください。

一般質問は、各議員の質問の主旨を大切にして、編集委員会で分かり

やすく要約し掲載しています。発言全文は、３月上旬に公開予定です。

小川町のホームページからアクセスしてご覧ください。

Ｑ
兵
庫
県
明
石
市
で
進
め
ら
れ
て
い

る
市
独
自
の
子
育
て
支
援
の
数
々
は
、

人
口
の
Ｖ
字
回
復
を
達
成
さ
せ
て
い
る
。

同
市
発
信
の
各
事
業
を
真
似
・
参
考
に
、

町
独
自
の
子
育
て
支
援
施
策
の
構
築
を
。

Ａ
子
育
て
支
援
課
長　

﹁
子
供
を
核
と

し
た
ま
ち
づ
く
り
﹂
を
掲
げ
、
国
に
先

駆
け
て
様
々
な
子
育
て
支
援
を
展
開
し

て
い
る
明
石
市
の
取
組
は
、
い
ず
れ
も

住
民
目
線
で
分
か
り
や
す
く
、
魅
力
的

に
映
る
施
策
が
多
い
と
捉
え
て
い
ま
す
。

ま
た
﹁
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
﹂

が
、
若
い
世
代
の
人
口
流
入
か
ら
税
収

の
増
加
を
促
し
、
さ
ら
に
充
実
し
た
事

業
展
開
に
つ
な
が
る
と
い
っ
た
好
循
環

を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。
同
様
の
施
策

展
開
に
は
課
題
が
多
い
で
す
が
、
参
考

に
し
な
が
ら
、
今
後
も
子
育
て
世
代
の

ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
子
育
て
支

援
の
充
実
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

未
来
に
つ
な
ぐ
子
供
議
会

Ｑ
各
町
立
学
校
か
ら
受
け
た
質
問
や

提
言
に
つ
い
て
、
予
算
化
や
事
業
化
な

ど
、
実
現
を
強
く
望
む
が
。

Ａ
町
長
ほ
か　

提
言
等
が
形
に
な
る

こ
と
は
、
子
供
た
ち
の
自
信
に
つ
な
が

る
も
の
と
捉
え
て
い
ま
す
の
で
、
実
現
可

能
な
も
の
が
あ
れ
ば
、
積
極
的
に
取
り

入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

つづく！
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先生の業務は多岐にわたっていて多忙だ

答 

弁
計
画
提
案
の
提
出
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す

脱
炭
素
先
行
地

域
へ
の
取
組
を

温
暖
化
対
策

温
暖
化
対
策大

お お と

戸久
ひさかず

一議員
が町に問う！

公共施設に設置された太陽光パネル

Ｑ
環
境
省
︵
国
︶
が
主
導
す
る
﹁
脱

炭
素
先
行
地
域
﹂
の
選
定
に
向
け
た
取

組
の
推
進
を
。

Ａ
環
境
農
林
課
長　

脱
炭
素
先
行
地

域
は
、
２
０
３
０
年
度
ま
で
に
﹁
民
生
﹂

﹁
家
庭
﹂﹁
業
務
そ
の
他
﹂
の
各
部
門
に

お
い
て
、
電
力
消
費
に
伴
う
﹁
二
酸
化

炭
素
排
出
実
質
ゼ
ロ
の
実
現
﹂
を
目
指

す
も
の
で
す
。
ま
た
、
少
な
く
と
も
全

国
で
１
０
０
か
所
を
選
定
す
る
中
で
、

全
国
及
び
世
界
に
広
が
る
﹁
脱
炭
素
ド

ミ
ノ
の
起
点
と
な
る
モ
デ
ル
地
域
﹂
と

捉
え
て
い
ま
す
。
令
和
４
年
11
月
の
公

表
結
果
で
は
、
す
で
に
46
件
が
選
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
当
町
の
エ
ン
ト

リ
ー
に
つ
い
て
は
、
民
間
事
業
者
等
と

の
勉
強
会
を
開
催
し
、
脱
炭
素
化
に
係

る
課
題
の
解
決
方
法
や
、
取
組
内
容
を

整
理
す
る
中
で
、
計
画
提
案
の
提
出
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

Ｑ
す
で
に
選
定
さ
れ
て
い
る
地
域
・

団
体
等
に
お
け
る
参
考
事
例
は
。

Ａ
環
境
農
林
課
長　

宮
崎
県
延
岡
市

の
﹁
デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
の
発
行
に
よ

る
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
再
生
﹂
や
﹁
脱
炭

素
化
を
組
み
合
わ
せ
た
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
﹂
と
い
っ
た
計
画
は
、
参
考

に
な
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
鳥

取
県
米
子
市
や
島
根
県
邑お

お
な
ん南

町
の
提
案

も
参
考
に
な
る
も
の
で
す
。

答 

弁
道
の
駅
再
整
備
で
全
ト

イ
レ
を
新
し
く
す
る
予
定
で
す

道
の
駅
の

ト
イ
レ
の
刷
新
を

ト
イ
レ
の
整
備

ト
イ
レ
の
整
備笠

かさはらのりひろ

原規弘議員
が町に問う！

Ｑ
道
の
駅
お
が
わ
再
整
備
に
お
い
て
、

既
存
ト
イ
レ
の
刷
新
を
。
ま
た
、
和
紙

を
配
す
る
等
、
デ
ザ
イ
ン
性
に
優
れ
た

ト
イ
レ
の
整
備
を
期
待
す
る
が
。

Ａ
に
ぎ
わ
い
創
出
課
長　

道
の
駅
再

整
備
で
は
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
快
適

に
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
全
て
の

ト
イ
レ
を
新
し
く
す
る
予
定
で
す
。
ま

た
、
デ
ザ
イ
ン
性
の
あ
る
ト
イ
レ
整
備

に
つ
い
て
は
、
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
観
光
客
の
周
遊
や
健
康
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
の
推
進
な
ど
を
考
え
る
と
、
ト
イ

レ
が
数
百
メ
ー
ト
ル
お
き
に
あ
る
と
理

想
的
だ
が
、
整
備
等
の
考
え
は
。

Ａ
政
策
推
進
課
長　

観
光
ト
イ
レ
を

は
じ
め
、
公
民
館
等
の
施
設
を
含
め
る

と
34
か
所
あ
り
、
こ
れ
ら
を
考
慮
し
て
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ま
ち
歩
き
等
の
コ
ー

ス
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
数
百
メ
ー

ト
ル
お
き
の
整
備
は
、
予
算
の
課
題
な

ど
が
あ
る
の
で
、
現
状
で
す
ぐ
に
設
置

す
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

衛
生
的
な
ご
み
集
積
箱
を

Ｑ
カ
ラ
ス
等
に
よ
る
ご
み
の
散
ら
か

し
対
策
や
、
景
観
の
美
化
に
も
寄
与
す

る
﹁
集
積
箱
﹂
設
置
の
義
務
化
を
。

Ａ
環
境
農
林
課
長　

各
区
長
や
環
境

美
化
推
進
委
員
に
設
置
の
メ
リ
ッ
ト
を

伝
え
、
導
入
等
を
促
し
て
い
き
ま
す
。

おもてなしはトイレから始まります

小
川
町
議
会
だ
よ
り
は  

文
字
に
コ
ダ
ワ
ル
！ 　

高
齢
者
や
視
覚
の
弱
い
方
に
も
読
み
や
す
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト
を
使
用
し
ま
す
。

答 

弁
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

積
極
的
に
活
用
し
て
い
ま
す

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
の
進
捗
は

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育

答 

弁
お
が
わ
学
の
中
で
連

携
を
図
っ
て
い
ま
す

小
中
一
貫
教
育
へ

の
考
え
は

教
育
の
充
実

教
育
の
充
実

井
い ぐ ち

口亮
りょういち

一議員
が町に問う！

島
しまざき

﨑隆
た か お

夫議員
が町に問う！

Ｑ
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
進
捗

状
況
は
。

Ａ
学
校
教
育
課
長　

各
授
業
に
お
い

て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
積
極
的
に
活

用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
端
末
を
持
ち

帰
り
、
宿
題
や
家
庭
学
習
で
利
用
す
る

と
と
も
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
、
学
級
閉
鎖

等
が
行
わ
れ
た
際
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
を
行
う
こ
と
で
児
童
生
徒
の
学
習
機

会
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
統
合
型
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
の
導

入
状
況
は
。

Ａ
学
校
教
育
課
長　

現
在
は
、
教
職

員
と
連
携
し
、
デ
ー
タ
の
整
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
令
和
５
年
度
か
ら
の
本
格

稼
働
に
向
け
て
、
準
備
を
図
り
ま
す
。

Ｑ
支
援
シ
ス
テ
ム
の
ク
ラ
ウ
ド
化
や
、

当
町
に
特
化
し
た
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
等
は
。

Ａ
学
校
教
育
課
長　

シ
ス
テ
ム
は
、

ク
ラ
ウ
ド
化
で
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
当
町
に
特
化
し
た
カ
ス
タ
マ
イ

ズ
等
の
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
校
務

を
行
う
上
で
必
要
な
機
能
を
備
え
た

パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
導
入
を
図
り
ま
す
。

Ｑ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
配
置
・
活
用
は
。

Ａ
学
校
教
育
課
長　

令
和
４
年
11
月

か
ら
新
た
な
支
援
員
を
採
用
し
て
い
ま

す
。
各
学
校
か
ら
支
援
に
対
す
る
期
待

は
高
い
の
で
、
一
層
の
活
用
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

歩道にはみ出そうな草木の様子

子供たちが町のことを

知るよい機会となりました。
大河小 ６年担任　小室先生
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子供たちの願いが実現

してほしいと思います。
竹沢小 ６年担任　井上先生
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生徒の成長を感じることが

できました。
欅台中 教務主任　杉山先生
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Ｑ
小
中
一
貫
教
育
の
推
進
に
関
す
る

考
え
は
。

Ａ
学
校
教
育
課
長　

﹁
お
が
わ
学
﹂
に

取
り
組
む
中
で
、
各
教
育
課
程
を
調
整

す
る
と
と
も
に
、
中
学
校
区
単
位
で
連

携
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
か
ら

小
川
小
と
東
中
と
が
﹁
授
業
時
数
の
弾

力
化
に
係
る
モ
デ
ル
校
事
業
﹂
の
委
嘱

を
受
け
、
研
究
を
進
め
て
い
る
の
で
、

そ
の
研
究
成
果
を
一
貫
教
育
の
推
進
に

生
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
人
権
尊
重
の
精
神
を
培
う
教
育
は
。

Ａ
学
校
教
育
課
長　

﹁
特
別
の
教
科

で
あ
る
道
徳
﹂
を
中
心
に
、
全
教
育
活

動
を
通
じ
て
人
権
教
育
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
特
に
障
が
い
者
教
育
に

お
い
て
、
盲
導
犬
を
招
い
た
り
、
ア
イ

マ
ス
ク
や
車
椅
子
等
の
体
験
を
し
た
り

す
る
中
で
、
人
権
尊
重
の
精
神
を
培
う

よ
う
学
ん
で
い
ま
す
。

Ｑ
通
学
路
の
安
全
点
検
と
交
通
安
全

の
指
導
は
。

Ａ
学
校
教
育
課
長　

５
年
に
１
度
、

関
係
機
関
が
連
携
し
点
検
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
日
常
的
に
教
職
員
や
登
下
校
の

見
守
り
隊
等
に
よ
る
危
険
箇
所
の
報

告
・
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。
指
導
に

つ
い
て
は
、
発
達
段
階
に
応
じ
た
交
通

安
全
教
室
の
実
施
や
、
地
域
安
全
マ
ッ

プ
を
作
成
し
、
喚
起
し
て
い
ま
す
。

子供議員一人一人の

真剣な目に感動しました。
小川小 ６年担任　馬場先生
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つづく！
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答 

弁

農
業
者
等
の
ニ
ー
ズ

を
把
握
し
検
討
し
ま
す

ふ
れ
あ
い
農
園

等
で
利
活
用
を

遊
休
農
地

遊
休
農
地鈴

す ず き

木秀
ひでなお

尚議員
が町に問う！

答 

弁

各
区
か
ら
問
題
点
の

吸
い
上
げ
を
行
い
ま
す

町
の
リ
ー
ド
で

再
編
の
取
組
を

行
政
区
の
再
編

行
政
区
の
再
編笠

かさはら

原
ひでひこ

彦議員
が町に問う！

世帯数が減少、この賑わいも過去の幻

放置のままでは、景観も悪化します

小
川
町
議
会
だ
よ
り
は  

写
真
に
コ
ダ
ワ
ル
！ 　

写
真
は
編
集
委
員
が
﹁
撮
る
﹂﹁
選
ぶ
﹂。
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
︵
写
真
説
明
︶
も
工
夫
し
ま
す
。

答 

弁

様
々
な
課
題
を

整
理
し
て
い
き
ま
す

医
療
費
の
窓
口

払
い
の
廃
止
を

障
害
者
福
祉

障
害
者
福
祉本

ほ ん だ

多重
しげのぶ

信議員
が町に問う！

高齢者の社会参加を活性化の力に

Ｑ
円
安
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
訪
日

客
誘
致
の
Ｐ
Ｒ
映
像
の
製
作
を
。

Ａ
に
ぎ
わ
い
創
出
課
長　

ウ
ィ
ズ
コ

ロ
ナ
時
代
に
お
い
て
、
密
集
を
回
避
し

た
﹁
体
験
型
観
光
﹂
が
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。
当
町
に
は
和
紙
や
地
酒
、
有
機

農
業
、
自
然
な
ど
体
験
型
観
光
に
必
要

な
要
素
が
あ
り
ま
す
。
訪
日
客
誘
致
の

映
像
製
作
は
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に

つ
な
が
り
、
宣
伝
手
段
の
一
つ
と
し
て

検
討
す
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。

ス
ト
リ
ー
ト
ピ
ア
ノ
の
設
置
を

Ｑ
移
住
定
住
に
つ
な
げ
る
に
は
、
ま

ず
当
町
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
町
を
挙
げ
て﹁
映ば

え
ス
ポ
ッ
ト
﹂

を
作
る
た
め
、
人
が
集
ま
り
や
す
い
場

所
に
ピ
ア
ノ
等
の
楽
器
を
設
置
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

Ａ
政
策
推
進
課
長　

ス
ト
リ
ー
ト
ピ

ア
ノ
は
、
誰
で
も
自
由
に
演
奏
を
披
露

で
き
る
こ
と
が
魅
力
で
す
。
ま
た
、
駅

や
街
角
で
奏

か
な
で

ら
れ
る
音
に
耳
を
傾
け
、

音
楽
の
楽
し
さ
を
共
有
で
き
る
環
境
が

あ
る
こ
と
は
、
町
に
関
心
を
持
っ
て
も

ら
う
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

楽
器
の
維
持
管
理
や
、
い
た
ず
ら
等
へ

の
対
応
な
ど
課
題
も
あ
り
、
現
状
で
は

ピ
ア
ノ
等
を
設
置
す
る
こ
と
は
難
し
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

答 

弁
宣
伝
手
段
の
一
つ
と

し
て
考
え
て
い
ま
す

訪
日
客
誘
致
の

映
像
製
作
を

イ
ン
バ
ウ
ン
ド

イ
ン
バ
ウ
ン
ド稲

いなむら

村壌
じょうじ

治議員
が町に問う！

独自の魅力あふれる小川町

Ｑ
町
は
障
害
の
有
無
に
よ
る
分
け
隔へ

だ

て
の
な
い
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
し

て
い
る
。
し
か
し
、
重
度
心
身
障
害
者

は
医
療
費
の
支
払
い
に
苦
慮
し
て
い
る

事
が
町
の
調
査
で
も
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
る
。
対
象
者
の
窓
口
払
い
を
廃
止
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ
健
康
福
祉
課
長　

様
々
な
課
題
が

あ
る
の
で
、
課
題
を
整
理
し
て
い
き
ま
す
。

コ
ロ
ナ
か
ら
守
る
生
徒
の
進
路

Ｑ
１
日
で
も
早
い
対
応
が
進
路
の
明

暗
を
分
け
る
。
最
大
限
の
手
を
尽
く
し
、

学
年
・
学
級
閉
鎖
を
食
い
止
め
、
生
徒

の
進
路
を
守
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ
学
校
教
育
課
長　

コ
ロ
ナ
禍
で
の

進
路
指
導
も
３
年
目
に
な
る
の
で
、
対

策
を
取
り
進
め
て
い
ま
す
。
今
後
も
学

力
・
学
習
の
保
障
は
、
進
路
を
考
え
な

が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
充
実

Ｑ
高
齢
者
の
免
許
返
納
に
伴
う
課
題

等
に
応
え
、
生
活
を
支
え
る
シ
ス
テ
ム

の
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
に
す
べ
き
で
は
。

Ａ
都
市
政
策
課
長　

署
名
を
添
え
た

要
望
書
を
受
け
て
い
ま
す
。﹁
協
議
会
﹂

で
検
討
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
そ
の
他
の
質
問

　

人
口
減
少
問
題
と
空
き
家
対
策

Ｑ
令
和
元
年
度
の
行
政
区
ア
ン
ケ
ー

ト
か
ら
、
各
区
が
抱
え
て
い
る
課
題
は
。

Ａ
防
災
地
域
支
援
課
長　

多
か
っ
た

回
答
と
し
て
﹁
役
員
の
担
い
手
不
足
・

負
担
増
﹂﹁
会
員
の
高
齢
化
﹂﹁
行
政
区

活
動
へ
の
関
心
低
下
﹂
が
あ
り
ま
し
た
。

Ｑ
さ
き
の
諸
課
題
に
対
し
、
調
査
分

析
や
、
必
要
な
手
立
て
は
行
っ
た
か
。

Ａ
防
災
地
域
支
援
課
長　

調
査
結
果

を
区
長
会
に
提
出
し
、
問
題
提
起
を

図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
後
ど
の
よ

う
な
対
応
が
最
も
有
効
で
あ
る
か
等
、

各
区
長
と
研
究
し
て
い
る
段
階
で
す
。

Ｑ
実
際
問
題
と
し
て
﹁
行
政
区
の
再

編
﹂
は
難
題
で
あ
る
。
町
の
リ
ー
ド
で

取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
と
考
え
る
が
。

Ａ
防
災
地
域
支
援
課
長　

各
地
区
で

問
題
点
が
異
な
る
も
の
と
認
識
し
て
い

る
の
で
、
そ
の
吸
い
上
げ
を
行
う
と
と

も
に
、
丁
寧
な
話
し
合
い
を
進
め
ま
す
。

一
方
、
急
を
要
す
る
地
区
も
あ
る
の
で
、

迅
速
な
対
応
を
取
っ
て
い
き
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進

Ｑ
令
和
３
年
度
分
の
状
況
・
動
向
は
。

Ａ
政
策
推
進
課
長　

前
年
度
比
で
、

受
入
額
は
５
％
減
・
流
出
額
は
30
％
増

と
な
り
、
流
出
超
過
の
状
況
で
す
が
、
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
と
し
て
、
初
め
て
３

社
か
ら
２
１
０
万
円
を
受
領
し
ま
し
た
。

Ｑ
町
が
積
極
的
に
介
入
し
﹁
ふ
れ
あ

い
農
園
﹂
の
取
組
等
で
遊
休
農
地
の
利

活
用
を
。

Ａ
環
境
農
林
課
長　

現
在
、
小
川
町

ふ
れ
あ
い
農
園
協
議
会
に
お
い
て
、
高

谷
・
能
増
の
２
地
内
で
１
８
６
区
画
を

運
営
し
て
い
ま
す
。
新
た
な
市
民
農
園

の
開
設
は
、
周
辺
農
地
の
利
用
促
進
に

支
障
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
・
道
路
の
整

備
状
況
な
ど
、
留
意
点
も
多
く
あ
る
の

で
、
農
業
者
や
農
地
所
有
者
、
利
用
者

の
ニ
ー
ズ
等
を
把
握
し
、
必
要
に
応
じ

検
討
し
ま
す
。

Ｑ
増
え
る
遊
休
農
地
の
解
消
に
向
け

た
﹁
遊
休
農
地
バ
ン
ク
﹂
の
設
置
は
。

Ａ
環
境
農
林
課
長　

町
は
農
地
の
有

効
活
用
を
目
的
に
、
平
成
30
年
度
か
ら
、

農
家
で
は
な
い
人
が
農
地
を
借
り
て
耕

作
が
で
き
る
制
度
の
運
用
を
始
め
﹁
解

除
条
件
付
き
利
用
権

﹂
を
受
け
付

け
る
こ
と
で
、
遊
休
農
地
等
の
利
活
用

を
図
っ
て
い
ま
す
。　

嵐
山
小
川
Ｉ
Ｃ
付
近
の
土
地
利
用

Ｑ
地
の
利
を
生
か
し
て
﹁
体
験
農
園
﹂

等
を
整
備
し
、
都
会
か
ら
人
を
呼
び
込

む
取
組
を
。

Ａ
環
境
農
林
課
長　

土
地
利
用
構
想

や
農
業
振
興
地
域
計
画
等
に
沿
っ
た
利

活
用
を
考
え
て
い
き
ま
す
。
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この経験を自信にして

生かしてほしいです。
みどりが丘小 教務主任　葛野先生

小川町について考える

よい機会になりました。
八和田小　６年担任　大髙先生
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１年間の期間満了で自動的に貸借関係は消滅し、
農地所有者は確実に農地の返還を受けられるなどの制度。実に農地の返還を受けられるなどの制度。

つづく！
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大
人
一
般
質
問

Ｑ
長
期
計
画
策
定
に
対
す
る
審
議
会

の
答
申
に
お
い
て
、
中
学
校
の
再
編
は
、

令
和
７
年
度
を
目
途
と
し
、
出
来
る
だ

け
早
期
に
３
校
同
時
の
実
現
を
求
め
る

も
の
で
あ
っ
た
が
。

Ａ
学
校
教
育
課
長　

長
期
計
画
︵
案
︶

に
お
い
て
、
ま
ず
は
、
令
和
７
年
度
当

初
に
西
中
を
欅
台
中
に
統
合
す
る
予
定

で
す
。
以
降
、
令
和
９
年
度
当
初
に
、

大
河
小
と
竹
沢
小
を
統
合
し
た
新
設
校

を
現
西
中
に
開
設
し
、
令
和
11
年
度
当

初
に
は
、
み
ど
り
が
丘
小
を
同
新
設
校

に
統
合
予
定
で
す
。
ま
た
、
同
11
年
度

に
は
、
八
和
田
小
を
小
川
小
に
統
合
し

て
新
設
校
を
開
設
し
ま
す
。
そ
し
て
、

翌
令
和
12
年
度
当
初
に
は
、
東
中
を
欅

台
中
に
統
合
し
、
新
設
校
と
す
る
予
定

で
す
。

Ｑ
さ
き
の
短
期
計
画
に
お
い
て
、
小

川
小
に
統
合
さ
れ
た
東
小
川
小
だ
が
、

現
状
で
課
題
等
は
あ
る
か
。

Ａ
学
校
教
育
課
長　

ス
ク
ー
ル
バ
ス

が
校
地
内
に
進
入
し
て
き
た
際
の
児
童

の
安
全
確
保
と
、
絶
え
ず
バ
ス
の
運
行

計
画
を
視
野
に
入
れ
て
学
校
の
日
課
を

計
画
・
決
定
す
る
こ
と
が
負
担
と
な
っ

て
い
る
こ
と
等
で
す
。

●
そ
の
他
の
質
問

　

物
価
高
へ
の
対
策
は　

　

災
害
時
の
受
援
計
画
の
策
定
は

答 

弁
令
和
７
年
度
に
西
中
を

欅
台
中
に
統
合
す
る
予
定
で
す

答
申
に
伴
う

長
期
の
計
画
は

学
校
再
編

学
校
再
編髙

たかはし

橋さゆり議員
が町に問う！

小学校として整備される予定の西中

賛否が分かれた議案

公開します 議員の賛否内訳と審議結果
○…賛成 ×…反対　欠…欠席

ー印…議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します

議決結果はＨＰでも

見られます→

他13議案は
全員賛成で原案どおり「可決」しました

議　員　名

  議　案　名

稲
村 

壌
治

鈴
木 

秀
尚

笠
原 

英
彦

髙
橋 

功
人
　
　 

笹
本 

孝
幸

五
十
嵐
康
博

髙
橋
さ
ゆ
り

本
多 

重
信

髙

瀬  

勉

井
口 

亮
一

笠
原 

規
弘

島
﨑 

隆
夫

田
中 

照
子

大
戸 

久
一

根
岸 

成
美

山
口 

勝
士

審

議

結

果

教職員ＩＣＴ環境整備物品売買契約の締結について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 可決

Ｑ
当
初
予
算
２
５
０
０
万
円
に
対
し
、

１
１
３
４
万
円
の
増
額
補
正
が
示
さ
れ

た
が
、
そ
の
背
景
は
。

Ａ
本
来
な
ら
、
令
和
３
年
度
の
運
行

実
績
等
か
ら
積
算
し
予
算
計
上
し
ま
す

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
、
詳
細
な
運
行
形
態
の
検

証
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
た
め
、
令
和
３
年
度
の
当
初
予
算

と
同
額
と
し
ま
し
た
。
令
和
３
年
度
も

増
額
補
正
を
し
て
い
る
の
で
、
４
年
度

に
つ
い
て
も
あ
る
程
度
増
額
す
る
こ
と

は
見
込
め
ま
し
た
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ

禍
で
不
確
定
な
要
素
が
多
く
、
予
測
す

る
事
が
な
か
な
か
難
し
い
状
況
で
し
た
。

そ
の
た
め
、
前
年
度
と
同
額
と
し
ま
し
た
。

外
国
人
児
童
等
の
学
習
支
援

Ｑ
外
国
人
の
児
童
生
徒
に
対
す
る
支

援
の
実
態
は
。

Ａ
現
在
、
小
学
校
に
外
国
籍
の
児
童

が
７
人
い
ま
す
が
、
基
本
的
に
は
学
校

側
か
ら
要
請
が
あ
っ
た
児
童
に
対
し
て

支
援
を
行
い
ま
す
。
現
状
は
２
人
の
児

童
に
対
し
、
学
習
支
援
員
を
配
置
し
て

い
ま
す
。
母
国
語
が
ネ
パ
ー
ル
語
・
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
語
・
ロ
シ
ア
語
・
中
国
語

と
い
っ
た
よ
う
に
、
多
岐
に
わ
た
っ
て

い
ま
す
の
で
、
実
際
に
そ
の
母
国
語
を

話
せ
る
支
援
員
を
配
置
で
き
る
か
と
い

う
と
、
難
し
い
状
況
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、

現
在
、
中
学
校
に
は
支
援
を
要
す
る
生

徒
は
い
ま
せ
ん
。

公
共
施
設
の
光
熱
水
費

Ｑ
町
全
体
と
し
て
光
熱
水
費
の
増
額

が
要
求
さ
れ
て
い
る
が
、総
額
は
。
ま
た
、

町
立
学
校
の
増
額
に
学
校
間
で
大
幅
な

差
異
が
あ
る
が
要
因
は
。

Ａ
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
等
に
よ

り
、
不
足
が
見
込
ま
れ
る
経
費
を
今
回

計
上
し
ま
し
た
。
補
正
額
は
光
熱
水
費

２
６
７
０
万
円
で
す
。
大
幅
な
増
に
な
っ

た
小
川
小
で
す
が
、
プ
ー
ル
の
水
に
濁

り
が
出
て
し
ま
い
、
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー

を
し
な
が
ら
授
業
を
行
い
、
水
道
料
が

か
さ
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
た
、
み

ど
り
が
丘
小
に
つ
い
て
は
、
最
大
需
要

電
力
が
上
が
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
基

本
料
金
が
大
分
上
が
っ
て
し
ま
っ
た
こ

と
を
原
因
と
し
て
、
電
気
料
が
か
さ
ん

で
し
ま
い
ま
し
た
。
西
中
の
電
気
料
加

算
に
つ
い
て
は
、
他
の
学
校
に
比
べ
る

と
結
露
が
非
常
に
多
い
と
い
う
こ
と
で
、

除
湿
機
を
フ
ル
稼
働
し
て
い
る
こ
と
が

要
因
の
一
つ
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

早めの実行委員会開催で、
各部所も十分な話し合い
が持て、より充実した七
夕まつりになると期待して
います。
小川町商工会青年部
部長 戸田直秀さん（旭町）（旭町）

頑張り頑張り
ますます

背景

議会議員の期末手当を0.1か月分引き上げ（年間4.30月→4.40月）

七
夕
ま
つ
り
の
運
営
支
援

Ｑ
七
夕
ま
つ
り
運
営
支
援
業
務
と
し

て
、
債
務
負
担
行
為
１
０
０
０
万
円
が

出
さ
れ
た
が
、
そ
の
理
由
は
。

Ａ
令
和
５
年
度
の
﹁
七
夕
ま
つ
り
﹂

の
準
備
を
早
期
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
た

め
で
す
。
具
体
的
に
は
﹁
七
夕
ま
つ
り
﹂

を
よ
り
一
層
充
実
さ
せ
る
た
め
、
実
行

委
員
会
の
早
期
開
催
を
考
え
て
い
ま
す
。

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
予
算
が
大
幅
増

コ
ロ
ナ
禍
で
も
利
用
者
が
増
加

発言全文（小川町議会会
議録）は3月上旬から議
会ホームページで閲覧で
きます。

議
員
が
質た

だ

し
た　

聞
い
て
わ
か
っ
た

　

私
た
ち
の
町
、
ど
う
な
っ
て
る
？ 

今
定
例
会
で
は
、
一
般
会
計
等
補
正
予
算
を
は
じ
め
、
契
約
の
締
結
2
件
な
ど

14
議
案
を
審
議
し
、
す
べ
て
原
案
通
り
議
決
し
ま
し
た
。

特
に
旧
上
野
台
中
学
校
改
修
工
事
の
請
負
契
約
に
つ
い
て
は
慎
重
に
審
議
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
議
会
が
注
目
し
た
Q
＆
A
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

　議員報酬に対する住民の皆さんの目や声には厳しいものがあるが、今回「議員提出議案」

としては初めて期末手当の引き上げに踏み切った。人口減少が続く中で、議員報酬や定数、

役割・機能など、地方議会の在り方についても議論を図っていく必要性を感じている。
Gikai's
e y e

忌憚のない
ご意見を

５年前に定めた議会の申し合わせ事項により、下記の勧告に準じて期末手当の
増額を図りました。過去２度にわたる勧告は減額を示すものであったため、
3年ぶりの引き上げとなりました。

議員提出議案

議員報酬及び費
用弁償等に関する
条例の一部改正

一
般
会
計
補
正
予
算

国  人事院勧告の概要
　　　 期末手当…民間の支給状況等をふまえて年間0.1か月分の引き上げ
埼玉県  人事委員会勧告の概要
　　　 期末手当…民間の支給割合に見合うよう年間0.1か月分の引き上げ
小川町  国・県の勧告に準じた対応
　　　 期末・勤勉手当…町長、副町長、教育長、一般・任期付職員も同様に引き上げ

つづく！



小
川
町
議
会
だ
よ
り
は  

キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
︵
写
真
説
明
︶
に
コ
ダ
ワ
ル
！ 　

単
な
る
説
明
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
応
援
や
問
題
提
起
な
ど
﹁
魂
﹂
を
込
め
て
お
伝
え
し
ま
す
。

東
小
川
学
校
跡
地
の
利
活
用

動
き
出
す
旧
上
野
台
中
の
改
修
工
事

「レンタルキッチン・カフェスペース」へと生

まれ変わるため、改修工事が始まった旧上野

台中学校保健室。幅広い利用が期待される。

町公式ＨＰ「旧上野台中学

校建物の活用イメージ」

出
産
・
子
育
て
応
援
交
付
金
の
創
設

伴
走
型
に
よ
る
相
談
支
援
の
充
実

契
約
の
締
結

第
３
回
臨
時
会 

︵
12
月
22
日
︶

　

町
職
員
の
定
年
年
齢
引
き
上
げ

条
例
改
正

1415
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Ｑ
物
価
・
建
築
資
材
の
高
騰
が
続
く

中
、
予
定
価
格
は
適
正
で
あ
っ
た
か
。
ま

た
、
履
行
期
限
が
令
和
５
年
３
月
末
と
の

こ
と
だ
が
、
十
分
な
工
期
と
言
え
る
の
か
。

Ａ
資
材
価
格
の
高
騰
が
続
く
中
、
工

事
箇
所
を
必
要
最
小
限
と
し
、
予
定
価

格
に
つ
い
て
は
﹁
埼
玉
県
建
築
・
電
気
・

機
械
工
事
積
算
標
準
単
価
表
﹂
や
最
新

の
市
場
単
価
を
用
い
る
こ
と
で
、
適
正
に

積
算
さ
れ
た
と
捉
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

履
行
期
限
に
つ
い
て
は
、
余
裕
が
あ
る
と

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
工
事
に
要
す
る
部

材
の
納
期
等
、
各
メ
ー
カ
ー
へ
問
い
合
わ

せ
を
す
る
中
で
、
履
行
期
限
ま
で
に
工
事

が
完
了
す
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
な
ど
、
懸
念
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
請
負
事
業
者

と
連
絡
を
密
に
し
、
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
旧
上
野
台
中
学
校
の
利
活
用
に
つ

い
て
、
東
小
川
自
治
会
か
ら
出
さ
れ
た
要

望
は
、
ど
の
程
度
反
映
さ
れ
る
の
か
。

Ａ
要
望
書
に
あ
る
高
齢
者
関
連
の
施

設
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
旧
上
野
台
中
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
整
備
す
る
こ
と
を
予
定
し
、

事
業
者
と
協
議
を
重
ね
て
い
ま
す
。
ま
た
、

改
修
後
に
は
、
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
・

テ
レ
ワ
ー
ク
の
場
と
し
て
活
用
し
て
も
ら

う
こ
と
や
、
未
利
用
の
旧
教
室
を
地
域
活

動
の
場
と
し
て
提
供
す
る
こ
と
を
考
え
て

い
ま
す
。

Ｑ
運
営
を
手
掛
け
る
事
業
者
の
考
え
方

や
、
施
設
の
経
営
・
利
活
用
に
係
る
要
望

等
は
、
今
回
の
改
修
工
事
に
お
い
て
、
ど

の
程
度
反
映
さ
れ
る
の
か
。
ま
た
、
改
修

後
の
施
設
の
維
持
に
要
す
る
費
用
等
は
。

Ａ
運
営
事
業
者
︵
候
補
︶
に
あ
っ
て
は
、

令
和
３
年
度
の
地
域
再
生
協
議
会
に
参

加
し
て
も
ら
う
中
で
、
協
議
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。
可
能
な
範
囲
内
と
な
り
ま
す
が
、

情
報
通
信
網
は
事
業
者
が
設
定
し
た
場

所
に
配
置
す
る
な
ど
、
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
よ
り
効
率
的
に
管
理
・
運
営

が
図
ら
れ
る
よ
う
な
施
錠
の
シ
ス
テ
ム
等

を
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
改
修
後
も
施
設
の
所
有
は
町
と
な
り

ま
す
の
で
、
大
き
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
等
に

つ
い
て
は
、
そ
の
時
の
状
況
や
予
算
を
総

合
的
に
判
断
し
、
検
討
し
ま
す
。

教
職
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備

Ｑ
パ
ソ
コ
ン
等
の
物
品
売
買
契
約
の

業
者
選
定
に
つ
い
て
﹁
指
名
競
争
入
札
﹂

の
方
式
を
採
用
し
た
中
で
、
指
名
し
た
８

者
の
う
ち
６
者
が
辞
退
し
２
者
の
み
に

よ
る
応
札
と
な
っ
た
。
競
争
の
原
理
に

つ
い
て
の
受
け
止
め
は
。

Ａ
指
名
し
た
事
業
者
は
、
い
ず
れ
も

過
去
に
実
施
し
た
パ
ソ
コ
ン
等
の
機
器

調
達
に
お
い
て
、
取
引
実
績
の
あ
る
者

で
す
。
全
事
業
者
か
ら
の
応
札
を
期
待

し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
２

者
に
留
ま
り
ま
し
た
。
パ
ソ
コ
ン
等
の

部
品
確
保
が
難
し
い
現
状
に
あ
り
ま
し

た
の
で
、
今
後
は
適
正
な
履
行
期
間
の

確
保
に
努
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

Ｑ
妊
娠
期
間
の
８
か
月
頃
に
面
談
を

行
う
と
の
こ
と
だ
が
、
背
景
等
は
。

Ａ
８
か
月
と
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、

出
産
休
暇
に
入
る
前
後
で
、
面
談
を
す

る
余
裕
が
生
ま
れ
る
こ
と
と
、
出
産
が

近
づ
い
た
時
、
具
体
的
に
そ
の
見
通
し

を
考
え
る
時
期
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が

趣
旨
に
あ
り
ま
す
。
ま
だ
見
通
し
が

立
っ
て
い
な
い
方
に
対
し
て
は
、
積
極

的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
と
と
も
に
、
ア

ン
ケ
ー
ト
等
の
状
況
で
は
、
訪
問
と

い
っ
た
対
応
も
考
え
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
当
町
で
は
﹁
出
産
応
援
ギ
フ
ト
﹂

﹁
子
育
て
応
援
ギ
フ
ト
﹂
と
称
し
て
、

い
ず
れ
も
現
金
給
付
で
行
う
と
の
こ
と

だ
が
、
経
緯
等
は
。

Ａ
国
の
制
度
と
し
て
は
﹁
お
む
つ
・

ミ
ル
ク
な
ど
物
に
よ
る
ギ
フ
ト
﹂
も
し

く
は
﹁
現
金
給
付
﹂
と
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
一
方
で
、当
該
事
業
は
４
月
に
遡
っ

て
対
象
に
な
る
こ
と
等
を
考
え
る
と
、

今
回
は
現
金
給
付
で
対
応
す
る
こ
と
が

１
つ
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今

後
は
物
に
よ
る
ギ
フ
ト
や
ク
ー
ポ
ン
に

よ
る
給
付
を
実
施
し
て
い
る
団
体
が
あ

れ
ば
、
そ
の
費
用
対
効
果
等
を
確
認
し
、

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

Ｑ
令
和
５
年
度
以
降
も
継
続
の
予
定

と
示
さ
れ
て
い
る
が
、
考
え
等
は
。

Ａ
国
は
令
和
５
年
９
月
ま
で
の
予
算

を
計
上
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
10

月
以
降
に
つ
い
て
は
﹁
全
世
代
型
社
会

保
障
構
築
本
部
﹂
で
検
討
し
て
い
く
と

の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
国
の
令
和
５
年

度
の
予
算
編
成
や
、
骨
太
の
方
針
等
の

状
況
を
確
認
し
、
次
年
度
以
降
の
対
応

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

妊娠や出産時の現金給付は大変
ありがたいです。
共働きなので一時預かりが
充実すると助かります。
橋本和良橋本和良（かずよし）さん、（かずよし）さん、乃里子乃里子（のりこ）さん、（のりこ）さん、
美和美和（みわ）ちゃん ２歳（みわ）ちゃん ２歳、、
大芽大芽（たいが）ちゃん４月生まれ（たいが）ちゃん４月生まれ（高見）（高見）

負担負担
軽減軽減

健康で働ける期間が長くなることは喜ば

しいが、高齢者のワークライフバランス

を大切にする多様な働き方が望まれます。

Ｑ
役
職
定
年
制
の
導
入
で
新
規
採
用
が

抑
制
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
か
。
ま
た
、
例
外

措
置
が
示
す
具
体
は
。

Ａ
継
続
的
な
組
織
運
営
の
観
点
か
ら
、

新
規
採
用
の
抑
制
は
好
ま
し
く
あ
り
ま
せ

ん
。
年
度
ご
と
の
状
況
に
応
じ
、
必
要
と

な
る
新
規
採
用
は
継
続
し
て
行
い
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
役
職
定
年
制
の
例
外

措
置
に
つ
い
て
想
定
さ
れ
る
の
は
、
職
員

の
職
務
遂
行
上
の
特
別
な
事
情
が
あ
る

場
合
や
、
職
務
の
特
殊
性
に
よ
り
、
そ
の

ポ
ス
ト
の
欠
員
の
補
充
が
困
難
で
あ
る

場
合
と
な
り
ま
す
が
、
多
く
の
自
治
体
で

例
外
措
置
の
規
定
を
す
る
も
の
の
、
そ
の

適
用
は
行
わ
な
い
方
向
で
い
る
よ
う
で
す
。
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次の定例会は ※日程は変更になる場合があります。

　詳しくは小川町ホームページへ

午前10時開会予定2 28月 日（火）〜

● 今号の表紙 ●
公民館で一時を過ごす子供たち
　休日の子供たちは、自宅で過ごすことが多いようですが、
地域のおかあさんがた（愛育会）に見守られながら、屈
託のない笑顔を見せてくれました。

編集後記 今号の特集は子供議会です。当日、子供議員の皆さんが
議場で堂 と々自信にあふれた一般質問をしている姿に町の未来と希望

を感じるとともに、大きな期待で胸がいっぱいになりました。（五十嵐）

高齢者や視覚の弱い方にも配慮したＵＤ（ユニバーサルデザイン）フォントを使用しています

子供たちが皆、
小川町の未来の姿を
真剣に考えていて
感動しました。

「おもしろかった。

またやりたい」

の一言にたくましさを

感じました。

緊張していましたが、
とてもよい

経験ができたと
思います。

よい経験を

させていただき

大変勉強に

なりました。

・子供達の真剣な質問を見ていて小川町の将来が楽しみになりました。

・子供議員一人一人が堂々 と発議している姿は本当に立派でした。

・本格的な議会体験は緊張感がありました。 貴重な体験ができました。

・子供目線での質問ができていてよかったと思います。

・落ち着いて質問ができていて、 議員の一人として仕事をしていた。

・子供たちが時間内でのやりとりをする難しさを学べたのではと思う。

・子供たちの堂々 とした姿に、 小川町の明るい未来を感じました。

・会議本番、またそれまでの準備。 とてもいい経験になりました。

・あの緊張感の中で堂々 と発言する姿がみられ、貴重な経験に感謝です。

・子供議会を通じて町の活動をより身近に感じることができました。

・竹沢小学校代表として立派に意見を伝えられたと思います。

・小川町のためにできることを考え発表する姿は、 心に響きました。

・貴重な場所で堂々 と質問をしている姿がとても立派でした。

・クラスのみんなで考えた質問をしっかり発表できてよかったです。


